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創世記 6 章 9-22 節 
9 これはノアの物語である。その世代の中で、ノアは神に従う無垢な⼈であった。ノアは神と共に歩ん
だ。  
10 ノアには三⼈の息⼦、セム、ハム、ヤフェトが⽣まれた。 
11 この地は神の前に堕落し、不法に満ちていた。  
12 神は地を御覧になった。⾒よ、それは堕落し、 
すべて⾁なる者はこの地で堕落の道を歩んでいた。  
13 神はノアに⾔われた。 
「すべて⾁なるものを終わらせる時がわたしの前に来ている。彼らのゆえに不法が地に満ちている。 
⾒よ、わたしは地もろとも彼らを滅ぼす。 
14 あなたはゴフェルの⽊の箱⾈を造りなさい。箱⾈には⼩部屋を幾つも造り、内側にも外側にもタール
を塗りなさい。 
15 次のようにしてそれを造りなさい。箱⾈の⻑さを三百アンマ、幅を五⼗アンマ、⾼さを三⼗アンマに
し、  
16 箱⾈に明かり取りを造り、上から⼀アンマにして、それを仕上げなさい。箱⾈の側⾯には⼾⼝を造り
なさい。 
また、⼀階と⼆階と三階を造りなさい。 
17 ⾒よ、わたしは地上に洪⽔をもたらし、命の霊をもつ、すべて⾁なるものを天の下から滅ぼす。 
地上のすべてのものは息絶える。 
18 わたしはあなたと契約を⽴てる。あなたは妻⼦や嫁たちと共に箱⾈に⼊りなさい。  
19 また、すべて命あるもの、すべて⾁なるものから、⼆つずつ箱⾈に連れて⼊り、あなたと共に⽣き延
びるようにしなさい。 
それらは、雄と雌でなければならない。  
20 それぞれの⿃、それぞれの家畜、それぞれの地を這うものが、⼆つずつあなたのところへ来て、⽣き
延びるようにしなさい。 21 更に、⾷べられる物はすべてあなたのところに集め、あなたと彼らの⾷糧と
しなさい。」 
22 ノアは、すべて神が命じられたとおりに果たした。 
＊＊＊＊＊＊ 
 
ここにノアという⼈の紹介と当時の社会の状況について神がどのように感じておられたのかが描かれて
います。 
 
当時の社会については 
11 この地は神の前に堕落し、不法に満ちていた。  
12 神は地を御覧になった。⾒よ、それは堕落し、 



すべて⾁なる者はこの地で堕落の道を歩んでいた。  
と語られています。 
堕落・不法・堕落の道などの⾔葉がでてきます。 
これらは⼟台に「神を神と認めず、⼈間が⾃らを神とし 
神の定めた倫理観に従わず、⾃分たちの欲望のおもむくままに、約束を守らず、社会正義は腐敗し、 
⾃分たちを神であるかのような⽴ち居振る舞いに終始していた」と理解できると思います。 
 
そして、神が⼈間の⽣活の中に「倫理的な公正さ、誠実さ、神への畏れ」などを求めていることも 
わかります。そもそも世界とそこにあるものすべては神によって創造されたものだからです。 
神は、それらすべての被造物を滅ぼし、新しい秩序を作ろうと決意されます。 
 
そのために選ばれたのがノアです。ノアとは「慰め」「休息」という意味があります。 
ノアについてはこの短い⽂章の中に 
 
＊9 ノアは神に従う無垢な⼈であった。ノアは神と共に歩んだ。 
⼝語訳聖書では 
ノアはその時代の⼈々の中で正しく、かつ全き⼈であった。ノアは神とともに歩んだ。 
＊22 ノアは、すべて神が命じられたとおりに果たした。 
と描かれています。 
 
 次の章には、 
5 ノアはすべて主が命じられたようにした。 
とあり、ノアが徹底的に神様に信頼し、神様の指⽰通りに箱⾈を作ったことが記録されています。 
ノアに託された仕事は、おそらく、ノアが今まで⼀度も経験したことのないモノだったと思います。 
そもそも「箱⾈がなんなのか」さえも理解できていなかったのではないかと⾔われています。 
 
しかしノアは苦労しながら、せっせと箱⾈を作り、完成させます。 
ノアの住む社会の中で神様の⼼を知り、神様の⼼に応えつつ⽣きようとした⼈はノアしか 
いないような状況の中で、彼はきちんと神様の⼼を求め、神様の声を聞き、神様の委託に応えて 
⽅⾈を作りました。 
この⼀途さに、私はとても⼼を打たれます。 
＊＊＊ 
Youtubeでの映像はこちらです 
https://youtu.be/B25wx7__fEg 
 

 

https://youtu.be/B25wx7__fEg

